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 おおはら み き 




（目的）多嚢胞性卵巣症候群(Polycystic ovary syndrome; 以下 PCOS) は性成熟期女性の 5～
10%相当が罹患する比較的頻度の高い内分泌疾患であり、月経異常や排卵障害、不妊症が問
題となる。また流産率も高いことが知られ、子宮内膜の異常、特にアンドロゲン受容体
(androgen receptor 以下 AR)の過剰発現が原因として指摘されている。当講座の先行研究は、
PCOS 患者へのメトホルミン投与が子宮内膜における AR 発現を内服後に低下させたことを
明らかにした。本研究では第 1に、テストステロンによって制御される HOXA10という分子









タンブロット法を用いて AR 発現量の変化を検討し、蛍光細胞免疫染色法により AR 局在の
変化を評価した。（結果）PCOS 患者子宮内膜組織を用いた実験では、今回検討を行った 3症
例に共通して、メトホルミン内服後に AR 発現は腺上皮細胞、間質細胞ともに抑制され、間
質細胞における HOXA10 発現は上昇していた。次に培養細胞を用いた実験において、Ishikawa 
cells と HESCs は、テストステロンにより AR 発現が誘導され、テストステロンとメトホルミ
ンの添加により Ishikawa cells では AR 発現が低下傾向を示し、HESCs では変化を認めなかっ
た。AR 発現の局在は Ishikawa cells、HESCs ともにテストステロンを添加すると核に誘導さ
れ、テストステロンとメトホルミンを添加すると Ishikawa cells において発光強度が低下した
が、HESCs ではメトホルミンを添加しても変化を認めなかった。（結論）本研究では、PCOS
患者へのメトホルミン投与によって子宮内膜における AR 発現が抑制され、HOXA10 発現は
上昇した。また、Ishikawa cells を用いた実験において AR 発現はメトホルミンの添加により、
抑制される傾向があることを明らかにした。一方、HESCs において AR 発現の変化を認めな

























HOXA10 に着目し、メトホルミンが子宮内膜 AR 発現に与える影響について検
討している。 




















  論文審査委員   主査  小島祥敬 
      副査  鈴木眞一 
      副査  工藤明宏 
 
